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水洗トイレが できるまで

製品の
ライフサイクルを追う

特集
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戦後、日本が世界を驚かせた技術や商品は数知れない。
ハイブリッド自動車、ハイテク家電、炭素繊維、クオーツ時計…。
そして忘れてはならないのがトイレだ。
日本を訪れた旅行者の多くは、多機能化した日本のトイレを絶賛する。
「快適な空間」への追求が続けられるわが国のトイレ。
「メイド・イン・ジャパン」の秘密に迫ってみる。（編集部）

水洗トイレが できるまで
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始
が
造
製
の
レ
イ
ト
洗
水
で
国
が
わ

20

４
１
９
１
。
だ
頭
初
紀
世

く
、
生
誕
が
号
一
第
器
便
洗
水
産
国
に
年

立
の
そ
。
る
え
い
と
み
組
り
取
な
的
駆
先

明
。
だ
子
親
親
和
・
衛
兵
孫
倉
大
は
者
役

、
は
ら
衛
兵
孫
倉
大
る
あ
で
家
業
実
の
治

日
「
に
町
武
則
市
屋
古
名
に
年
４
０
９
１

リ
ノ
社
会
式
株
現
（」
社
会
名
合
器
陶
本

造
製
の
品
製
器
磁
陶
た
し
と
心
中
を
器
食

外
海
に
め
た
の
究
研
器
食
。
た
し
始
開
を

和
・
衛
兵
孫
た
し
察
視
を
界
業
器
磁
陶
の

の
米
欧
つ
持
を
レ
イ
ト
洗
水
、
は
子
親
親

定
も
に
本
日
、
け
受
を
銘
感
に
化
文
活
生

に
年
２
１
９
１
。
意
決
を
と
こ
る
せ
さ
着

、
し
設
創
を
所
究
研
陶
製
て
じ
投
を
財
私

に
後
年
２
。
た
め
始
を
作
試
の
器
便
洗
水

。
く
つ
り
ど
た
に
器
便
洗
水
の
初
産
国
は

　

器
便
洗
水
に
倉
小
・
州
九
は
器
陶
本
日

７
１
９
１
、
が
る
す
設
建
を
場
工
造
製
の

。
生
誕
が
器
陶
洋
東
て
し
立
独
離
分
に
年

　

社
代
初
。
る
あ
で
り
ま
始
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
る

。
る
い
て
い
就
が
親
和
は
に
長

　

の
も
た
げ
上
を
声
産
は
器
便
洗
水
産
国

Ｔ
Ｏ
Ｔ
。
る
か
か
が
間
時
は
に
及
普
、
の

水
「、
ば
れ
よ
に
料
資
の
館
料
資
史
歴
Ｏ

の
隣
を
の
も
い
汚
て
く
臭
、
は
レ
イ
ト
洗

な
う
よ
る
す
を
顔
ん
ら
知
て
し
流
に
地
敷

こ
に
及
普
の
レ
イ
ト
洗
水
に
代
時
な
ん
そ

。
だ
り
か
ば
く
驚
は
に

　

の
年
３
２
９
１
が
の
た
し
速
加
が
及
普

水
下
、
際
の
興
復
災
震
。
後
災
震
大
東
関

代
近
の
市
都
、
か
ほ
だ
ん
進
が
備
整
の
道

つ
ず
し
少
に
米
欧
、
せ
見
を
り
が
広
は
器

。
る
な
に
と
こ
く
づ
近

　

つ
か
。
る
す
化
変
も
ル
イ
タ
ス
の
器
便

便
風
和
で
部
一
の
ど
な
園
公
や
駅
も
で
在

イ
ト
宅
住
、
が
る
き
で
が
と
こ
る
見
を
器

に
」
器
便
掛
腰
「
が
％
０
０
１
ぼ
ほ
の
レ

て
え
あ
、
ず
ば
呼
は
と
」
器
便
風
洋
「
を

の
そ
、
が
た
き
て
け
続
び
呼
と
器
便
掛
腰

ス
な
別
特
の
国
外
を
器
便
掛
腰
い
多
が
ト

も
で
国
が
わ
、
ず
え
捉
と
器
便
の
ル
イ
タ

戦
挑
のへ
間
空
レ
イ
ト
な
適
快

▲TOTO歴史資料館には国内の著名施設で使われていた便器も展示されている。
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及
普
て
し
と
器
便
る
す
用
使
に
通
普
く
ご

伝
が
い
想
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
な
ん
そ
。
ら
か
た

団
公
宅
住
本
日
は
に
年
０
６
９
１
、
り
わ

宅
住
団
公
が
）
構
機
生
再
市
都
Ｒ
Ｕ
現
（

年
０
７
９
１
。
用
採
面
全
を
器
便
掛
腰
に

風
和
が
荷
出
の
器
便
掛
腰
、
は
に
半
後
代

　

下
も
に
市
都
方
地
く
な
で
け
だ
市
都
大

々
徐
が
レ
イ
ト
洗
水
、
み
進
が
備
整
道
水

Ｔ
Ｏ
Ｔ
に
年
０
８
９
１
、
中
る
す
着
定
に

と
う
洗
で
湯
お
を
り
し
お
。
る
す
売
発
を

レ
イ
ト
、
は
場
登
の
座
便
浄
洗
水
温
う
い

便
、
げ
告
を
り
ま
始
の
」
化
能
機
多
「
の

。
た
け
づ
象

　

　

し
お
「
Ｍ
Ｃ
た
し
用
起
を
純
川
戸
は
に
年

な
度
角
の
ル
ズ
ノ
、
度
温
の
湯
お
な
適
快

発
開
品
商
の
で
中
の
り
探
手
に
さ
ま
、
ど

18

累
で
年

す
破
突
を
台
万
０
０
０
１
が
数
台
荷
出
計

、
台
万
０
０
０
２
は
に
年
５
０
０
２
、
と
る

台
万
０
０
０
３
は
に
年
１
１
０
２
て
し
そ

の
帯
世
般
一
は
で
今
、
び
伸
に
的
躍
飛
と約

74

い
て
し
及
普
が
座
便
浄
洗
水
温
に
％

械
機
本
日
人
法
団
社
般
一
に
年
２
１
０
２

ほ
た
れ
さ
定
認
に
」
産
遺
械
機
「
の
会
学

協
者
術
技
備
設
築
建
人
法
団
社
般
一
、
か

定
認
も
に
」
産
遺
術
技
備
設
築
建
「
の
会

。
る
い
て
れ
さ

　

。
る
い
て
し
速
加
は
」
化
能
機
多
の
レ
イ
ト
「

用
、
き
開
が
た
ふ
の
座
便
と
く
づ
近
が
人

、
り
た
し
浄
洗
を
器
便
に
的
動
自
と
す
足
を

た
し
場
登
に
年
０
０
０
２
が
レ
イ
ト
た
い

装
音
擬
用
レ
イ
ト
な
評
好
に
性
女
、
か
ほ

し
生
誕
に
年
８
８
９
１
、
は
」
姫
音
「
置

イ
ト
い
し
さ
や
に
境
環
、
た
ま
。
る
い
て

以
年
５
７
９
１
、
み
進
が
化
水
節
の
用
レ

で
浄
洗
の
回
一
は
前

20

イ
ト
が
力
術
技
い
高
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
。
少
減

い
て
し
現
実
を
化
水
節
・
化
能
機
多
の
レ

。
る

　

そ
、
さ
細
繊
と
感
潔
清
つ
持
が
人
本
日

続
も
後
今
は
戦
挑
の
へ
間
空
レ
イ
ト
な
適

。
る
れ
ら
け

▲多機能型トイレの先駆けになったＴＯＴ
Ｏのウォシュレット一号機。

▲明治時代に普及した非水洗小便器。表
面には絵柄が施されている。

▲国内の衛生陶器のルーツである製陶研究所。
▶1914年に製陶研究所が完成した国内初の衛生陶器。

▲２０世紀初頭の製陶研究所の風景。
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が
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
も
に
品
製
な
ん
ど

加
「
を
源
資
る
な
と
料
原
の
品
製
。
る
あ

み
生
が
料
材
原
で
と
こ
る
す
」
換
変
・
工

機
作
工
な
ま
ざ
ま
さ
は
料
材
原
、
れ
さ
出

る
ゆ
わ
い
、
能
技
た
し
達
熟
、
具
工
や
械

の
」
造
製
・
工
加
「
る
よ
に
」
技
の
匠
「

・
送
輸
「
に
者
費
消
終
最
、
て
経
を
程
工

さ
用
活
れ
さ
愛
に
客
顧
。
る
れ
さ
」
送
配

、
え
終
を
命
使
の
そ
て
が
や
は
品
商
た
れ

、
し
か
し
。
る
ど
た
を
命
運
る
れ
さ
棄
廃

な
ら
わ
終
は
で
け
だ
れ
そ
は
生
一
の
品
製

た
新
、
れ
さ
収
回
は
部
一
の
物
棄
廃
。
い

の
て
し
と
品
製
、
び
再
て
し
と
料
材
原
な

は
品
製
の
て
べ
す
。
る
れ
さ
出
見
を
割
役

。
る
け
続
き
輝
で
中
の
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ

　

で
器
陶
て
し
貫
一
は
器
便
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

呼
と
」
の
も
き
焼
「
は
に
的
般
一
。
る
あ

や
碗
茶
た
い
焼
て
め
固
り
練
を
土
、
れ
ば

約
ど
な
石
長
、
土

20

素
然
天
の
上
以
類
種

。
る
い
て
し
と
料
原
、
せ
わ
合
み
組
を
材

　

陶
洋
東
は
名
社
の
時
立
設
（
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

現
（
市
倉
小
県
岡
福
を
場
工
社
本
が
）
器

原
の
こ
、
も
由
理
た
い
置
に
）
市
州
九
北

地
の
倉
小
。
る
い
て
し
響
影
く
き
大
が
料

の
品
製

ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ

用
利
再
に
ど
な
材
骨
料
塗、
具
文

◀衛生陶器の原料。
国内をはじめ、アジア
や欧州から調達する。

▲創業当時は食器の製造を手掛けていたＴＯＴＯ。
わが国を代表する陶磁器メーカーとして欧米な
どに輸出していた。

▲衛生陶器の廃棄物は、遮熱塗料用の骨材へ
の応用が検討されている。
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最
本
日
て
し
と
時
当
、
は
由
理
だ
ん
選
を

近
が
田
炭
豊
筑
る
誇
を
量
産
生
炭
石
の
大

要
の
通
交
上
海
・
上
陸
ど
な
む
臨
を
港
司

た
い
て
し
適
に
出
輸
の
品
製
、
り
あ
で
衝

天
る
あ
で
先
手
入
の
料
原
、
え
加
に
と
こ

挙
が
と
こ
い
近
に
島
半
鮮
朝
、
馬
対
、
草

」
石
陶
草
天
「
に
く
と
。
る
い
て
れ
ら
げ

石
鉱
る
れ
さ
取
採
で
島
諸
草
天
県
本
熊
は

磁
陶
ど
な
焼
津
唐
、
焼
田
有
は
州
九
、
で

れ
ら
知
て
し
と
つ
と
ひ
の
地
産
力
有
の
器

な
質
良
の
ら
か
ど
な
草
天
も
れ
こ
、
が
る

。
る
あ

　

ぶ
か
浮
い
思
が
器
食
ば
え
い
と
器
磁
陶

造
製
を
器
食
も
で
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
に
際
実
、
が

ら
か
初
当
。
る
あ
が
史
歴
た
い
て
し
売
販

も
た
い
て
し
指
目
を
化
業
事
の
器
陶
生
衛

い
な
い
で
ん
進
も
備
整
の
道
水
下
、
の
の

ま
だ
ま
は
要
需
の
レ
イ
ト
洗
水
、
で
況
状

業
事
り
わ
ま
水
ど
な
レ
イ
ト
、
く
さ
小
だ

洋
東
で
こ
そ
。
い
し
厳
は
営
経
は
で
け
だ

造
製
の
器
食
ら
か
年
８
１
９
１
は
で
器
陶

輸
の
へ
ア
ジ
ア
や
英
・
米
、
始
開
を
売
販

磁
陶
る
す
表
代
を
国
が
わ
、
し
長
成
で
出

る
あ
で
」
業
本
「、
降
以
旬
中
代
年
０
６

設
や
材
人
、
し
大
拡
が
要
需
の
器
陶
生
衛

６
９
１
ら
か
性
要
必
る
す
中
集
を
資
投
備

９
１
の
年
翌
、
止
停
を
造
製
器
食
に
年
９

し
止
停
に
全
完
を
体
自
業
事
は
に
年
０
７

き
で
躍
飛
で
器
陶
生
衛
が
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
。
た

業
事
造
製
器
食
、
て
し
と
つ
一
の
由
理
た

知
と
外
意
は
と
こ
た
い
て
え
支
を
営
経
が

。
い
な
い
て
れ
ら

　

先
達
調
の
料
原
、
在
現
は
で
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

岐
、
県
知
愛
、
県
口
山
や
草
天
、
て
し
と

約
ど
な
る
す
達
調
を
石
陶
ら
か
ど
な
県
阜

と
外
海
が
割
３
の
り
残
、
内
国
が
割
７

石
陶
ら
か
国
中
や
国
韓
、
を
土
粘
ら
か
国

、
土
粘
は
州
欧
「、
が
る
い
て
し
入
輸
を

い
て
れ
優
て
し
と
料
原
が
」
石
は
ア
ジ
ア

は
化
様
多
・
散
分
の
先
達
調
。
う
い
と
る

、
え
加
に
点
視
う
い
と
手
入
の
料
原
適
最

。
る
あ
も
で
環
一
の
ト
ン
メ
ジ
ネ
マ
ク
ス
リ

　

化
極
積
も
み
組
り
取
の
へ
ル
ク
イ
サ
リ

」
品
商
ら
か
品
商
「、
で
と
こ
る
す
用
利
再

し
を
み
組
り
取
す
出
み
生
を
れ
流
う
い
と

リ
オ
「
は
た
ふ
の
座
便
、
た
ま
。
る
い
て

、
て
し
と
」
具
文
ル
ク
イ
サ
リ
・
ル
ナ
ジ

わ
変
れ
ま
生
に
ど
な
袋
る
れ
入
を
グ
ロ
タ

グ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
は
脂
樹
の
座
便
、
か
ほ
る

け
お
に
内
場
工
。
る
い
て
え
変
を
姿
に
ト

器
陶
生
衛
、
は
て
い
お
に
減
削
物
棄
廃
る

形
定
不
、
材
骨
装
舗
の
道
歩
や
路
道
は
屑

分
大
や
市
州
九
北
の
元
地
て
し
と
物
火
耐

に
と
こ
る
い
て
れ
さ
用
利
く
広
で
ど
な
市

検
も
用
応
の
へ
材
骨
の
料
塗
熱
遮
、
え
加

ル
ク
イ
サ
リ
ら
か
料
原
。
る
い
て
れ
さ
討

は
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
の
品
商
う
い
と
で
ま

。
る
あ
つ
つ
し
大
拡
に
ら
さ
、
れ
さ
立
確

　

に
う
よ
の
ど
は
器
陶
生
衛
に
際
実
は
で

県
岡
福
（」
場
工
一
第
倉
小
「
る
あ
で
場

を
程
工
造
製
の
器
便
、
で
）
市
州
九
北

▲陶石などの原料の
７割は国内で調達し
ている。
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る
あ
で
の
も
き
焼
、
様
同
と
皿
や
碗
茶

を
料
原
、
ら
か
と
こ
る
あ
で
器
陶
は
器
便

工
る
れ
ば
呼
と
」
製
調
「
る
せ
わ
合
ぜ
混

粘
、
石
陶
る
な
と
料
原
。
る
ま
始
ら
か
程

ど
な
石
長
、
土

20

材
素
然
天
の
上
以
類
種

。
く
砕
く
か
細
に
緒
一
と
水
で
機
砕
粉
な

　

20

「、
と
る
経
を
業
作
の
度
程
間
時

泥い
で

漿

、
り
あ
で
源
の
器
陶
生
衛
そ
こ
体
液
の
こ

と
こ
る
れ
ま
生
が
器
便
な
ま
ざ
ま
さ
小
大

。
る
な
に

水洗トイレができるまで

製
調

　

そ
よ
お
で
車
ら
か
駅
倉
小
Ｒ
Ｊ

10

。
弱
分

Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
（場
工
一
第
倉
小
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

。
く
着
り
ど
た
に
）
場
工
倉
小
ノ
ク
テ
ニ
サ

、
で
地
の
業
創
の
年
７
１
９
１

20

方
平
万

術
技
、
か
ほ
の
棟
社
本
は
に
内
地
敷
な
大

。
ぶ
並
ち
立
も
ど
な
館
料
資
史
歴
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

設
建
を
」
棟
設
施
合
複
新
「
の
め
た
る
す

。
だ
定
予
る
す
工
竣
年
５
１
０
２
、
で
中

に
内
国
は
場
工
器
陶
生
衛
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

4は
で
場
工
一
第
倉
小
の
こ
、
が
る
あ
所
カ

て
れ
さ
産
生
が
器
便
小
と
器
便
掛
腰
に
主

め
求
が
と
こ
る
あ
で
件
条
の
定
一
。
る
い

、
中
年
一
は
で
程
工
形
成
の
内
場
工
る
れ
ら

約
は
温
室

26

約
は
度
湿
、
℃

70

た
保
に
％

。
る
い
て
れ
ら
け
続
が
り
く
づ
の
も
た
し
と

▲原料を細かく砕く
シリンダーミル。

◀チョコレートのよう
なドロッとした液体（泥
漿）が陶器の源となる。

▲ＴＯＴＯの小倉第一工場。職人技と自動化が
相まって最高品質のものづくりが進んでいる。
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泥
た
し
ロ
ド
ロ
ド
。
だ
」
形
成
「
が
次

を
形
、
み
込
ぎ
注
に
」
型
「
の
器
便
を
漿

種
２
の
型
脂
樹
と
型
膏
石
は
型
。
る
え
整

泥
は
膏
石
。
だ
う
そ
る
す
適
が
型
膏
石
は

て
し
収
吸
に
然
自
を
分
水
る
れ
ま
含
に
漿

、
が
る
あ
が
性
特
い
す
や
し
形
成
、
て
れ
く

向
不
は
に
品
産
生
量
大
、
ず
き
で
用
利
か

は
型
脂
樹
、
方
一
。
る
い
て
れ
わ
い
と
き

う
い
と
」
形
成
圧
加
「、
り
あ
が
性
久
耐

排
を
分
水
て
け
か
を
力
圧
い
高
、
で
式
方

は
形
成
圧
加
。
る
す
出

24

が
化
動
自
間
時

商
、
り
お
て
し
適
に
産
生
量
大
、
で
能
可

。
る
い
て
け
分
い
使
を
型
て
じ
応
に
性
特
品

　

分
部
の
胴
の
下
と
部
ム
リ
の
上
は
器
便

さ
体
合
で
業
作
手
、
れ
さ
形
成
に
々
別
が

る
な
に
業
作
の
組
１
人
２
は
れ
こ
。
る
せ

。
程
工
い
し
難
い
な
れ
さ
許
が
敗
失
、
が

る
じ
生
が
レ
ズ
も
で
か
ず
わ
、
際
の
体
合

を
姿
の
来
将
「
が
の
な
要
重
に
際
る
す
発

す
や
り
か
分
。
だ
」
り
く
づ
型
た
し
見
予

く
き
大
が
状
形
は
器
便
、
ば
れ
す
明
説
く

け
受
を
響
影
の
力
重
、
め
た
な
雑
複
つ
か

ま
が
」
率
縮
収
「
の
と
ご
位
部
、
く
す
や

形
成

石膏の型から取り出した便器。泥
でいしょう

漿の水分を石膏型が吸収してくれる。

▲便器の上のリム部と下の胴の部分を手作業で合体。微妙なズレも許されない工程だ。

焼
・
燥
乾
、
め
た
の
そ
。
る
な
に
ち
ま
ち

見
を
か
る
す
形
変
度
程
の
ど
で
程
過
の
成

、
に
際
実
。
る
あ
が
要
必
る
す
形
成
で
ん
込

と
る
れ
さ
成
焼
・
燥
乾
は
器
便
の
時
形
成

約
13

形
成
完
め
じ
か
ら
あ
。
る
す
縮
収
％

の
年
長
、
―
る
す
形
成
ら
が
な
し
定
想
を

ハ
ウ
ノ
の
り
く
づ
型
う
い
を
の
も
が
験
経

。
る
い
て
れ
さ
揮
発
が
ウ
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は
で
今
、
が
る
れ
ら
め
求
が
術
技
な
度
高

。
る
い
て
し
応
対
も

　

が
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
、
は
の
る
す
目
注
で
こ
こ

自
独
社
同
は
れ
こ
。
だ
術
技
理
処
面
表
う

仕
に
ル
ツ
ル
ツ
を
面
表
器
陶
、
で
薬
釉
の

や
み
染
馴
に
水
、）
工
加
面
表
超
（
げ
上

。
術
技
す
ら
た
も
を
）
性
水
親
（
質
性
い
す

見
に
目
、
は
に
面
表
の
器
便
の
で
ま
れ
こ

汚
、
め
た
の
ル
ツ
ル
ツ
が
面
表
は
ト
ク
テ

。
る
あ
が
長
特
う
い
と
い
く
に
き
付
が
れ

て
し
そ
、
さ
す
や
し
の
除
掃
と
さ
潔
清

で
ら
な
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
た
し
求
追
を
」
水
節
「

一
第
倉
小
。
う
ろ
だ
る
え
い
と
術
技
の
は

約
は
で
場
工

45
。
る
い
て
し

　

燥
乾
て
け
か
間
日
２
そ
よ
お
で
室
燥
乾

「、
は
器
便
た
れ
さ

生ま
な

素き

地じ

進
に
」
検
点

肉
が
者
業
作
は
で
こ
こ
。
る
な
に
と
こ
む

を
か
い
な
が
ズ
キ
や
び
ひ
に
器
陶
、
で
眼

「
は
度
今
、
と
る
わ
終
が
検
点
の

施せ

釉う
ゆ

」

。
る
け
受
ち
待
が
程
工
る
れ
ば
呼
と

　

に
器
便
、
は
と
釉
施

釉わ
う

薬
り
す
ぐ

け
付
き
吹
を

が
薬
釉
は
彩
色
や
ヤ
ツ
の
器
便
。
と
こ
る

厚
に
物
体
立
な
雑
複
。
る
い
て
し
出
し
醸

-

▲乾燥された便器は肉眼でひびやキズがないかを点検される。

▲ロボットにより釉薬を吹き付けられる便器。

◀ＴＯＴＯが独自に開発した「セ
フィオンテクト」の塗布工程。

釉
施
・
検
点
地
素
生
・
燥
乾

▲表面処理技術でツルツルになり、鉛筆の黒
鉛が付きにくい。（左・セフィオンテクト、右・
従来品）
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ン
メ
が
の
な
変
大
、
に
け
だ
窯
な
大
巨

窯
か
な
か
な
も
て
め
止
を
火
。
ス
ン
ナ
テ

や
月
正
、
め
た
い
な
ら
が
下
が
度
温
の
内

修
や
検
点
か
し
休

。
い
な
き
で
が
繕

の
時
急
緊
や
場
夏

テ
ン
メ
の
中
の
窯

消
、
は
に
ス
ン
ナ

の
ら
が
な
さ
士
防

す
用
着
を
服
火
耐

。
だ
う
そ
る

　

よ
い
よ
い
は
器
便
た
れ
ら
塗
を
薬
釉

陶
の
ど
な
碗
茶
。
る
入
に
程
工
」
成
焼
「

。
緒
一
も
器
便
、
が
る
れ
か
焼
で
窯
は
器

」
窯
ル
ネ
ン
ト
「
な
大
巨
は
の
る
な
異
だ
た

。
だ
と
こ
る
れ
か
焼
で

　

長
全
は
に
場
工
一
第
倉
小
の
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

せ
乗
に
上
の
車
台
。
る
い
て
れ
さ
置
設
が

▲左上に見えるのがトンネル窯内部の炎。

◀全長115㍍のトン
ネル窯。真ん中に行
くほど温度が上がる。

◀衛生陶器は成形・
乾燥・焼成という工
程を経るごと、収縮
していく。

▲焼成工程を待つ衛生陶器。巨大なトンネル窯で丸一日かけて焼かれる。

約
、
み
進
を
内
ル

24

き
焼
て
け
か
を
間
時

行
に
央
中
は
内
ル
ネ
ン
ト
。
る
れ
ら
げ
上

約
は
度
温
高
最
、
り
が
上
が
度
温
ど
ほ
く

け
わ
る
て
あ
に
火
、
接
直
。
℃
０
０
２
１

し
用
利
を
熱
射
輻
の
ガ
ン
レ
、
く
な
は
で

倉
小
は
窯
ル
ネ
ン
ト
な
大
巨
。
だ
成
焼
た

お
て
れ
ら
け
設
ン
イ
ラ
２
は
に
場
工
一
第

器
陶
生
衛
の
台
０
０
０
２
約
に
日
１
、
り

。
う
い
と
る
れ
か
焼
が

成
焼
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T O P I C S
トピックス

需要高まる携帯ウォシュレット
東日本大震災には「停電でも使えるウォシュレット」として注目

多様化する消費者ニーズに対応して
いる。ちなみに希望小売価格は1万
1000円（税別）。

　1980年の発売以来、累計で3000万
台を突破したTOTOの温水洗浄便
座「ウォシュレット」。内閣府の消
費動向調査（2012年３月）などによ
れば、一般世帯の温水洗浄便座の普
及率は約74％に達し、わが国では当
たり前の水まわり設備に位置づけら
れている。「おしりを洗う」という
文化は、日本人のライフスタイルと
してすっかり定着した一方、海外に
おいても需要の高まりを見せてはい
るが、日本国内のような広がりとは
なっていない。
　そんなウォシュレットを「旅先や
海外でも利用したい」という愛用者
の切実な声を具現化したのが、「携
帯ウォシュレット」だ。「どこでも

持ち運べるウォシュレット」を商品
コンセプトとして、ＴＯＴＯは1995
年に「トラベルウォシュレット」を
発売。家電量販店を中心に販売を伸
ばし、発売２年後の1997年には累計
販売台数が10万台、2013年３月には
50万台を突破している。
　旅行や外出先に限らず、「赤ちゃ
んのおしりのケア」、「海外からの旅
行者のお土産品」として用途が拡大
しているほか、2011年３月の東日本
大震災の際には「停電でも使えるウォ
シュレット」として注目され、衛生
面において被災者をサポートしたこ
とは記憶に新しい。
　このため同社では、2011年に名称
を「携帯ウォシュレット」に改称、
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木
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術
技
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衛

く
聞
に
長
場
業
事│

│

 

持
維
を
」
ド
ン
ラ
ブ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｔ
「、
年
長

。
は
訣
秘
る
け
続
し

木
鈴
　

を
』
誠
至
業
愛
『、
は
是
社
の
社
が
わ

』
用
信
と
仕
奉
『』
質
均
と
品
良
『、
て
し
と
柱

も
今
。
す
ま
い
て
れ
わ
謳
が
』
展
発
と
力
協
『

で
界
世
全
、
り
お
て
れ
が
継
き
引
は
神
精
の
こ

い
て
け
掛
心
に
常
を
り
く
づ
品
商
の
質
品
じ
同

の
自
独
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Ｏ
Ｔ
る
回
上
を
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界
業
。
す
ま

守
を
質
均
と
品
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、
で
中
の
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質
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い
し
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な
つ
に
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ド
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ブ
が
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こ
た
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て
け
続
り

　

社
他
、
て
い
お
に
外
海
い
し
激
が
争
競
格
価

要
の
と
い
し
ほ
て
し
産
生
を
品
商
い
安
の
み
並

と
ド
ン
ラ
ブ
Ｏ
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Ｏ
Ｔ
、
が
た
し
ま
り
あ
も
望

で
は
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こ
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送
を
品
商
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質
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し

、
が
り
わ
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こ
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ん
せ
ま
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す
ま
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と
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れ
さ
持
支
に
様
客
お

│
│

揮
発
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工
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す
ま
い
て
れ
さ

。
か
す
ま
い
て

木
鈴
　

確
を
材
人
い
し
新
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外
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外
海
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│
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イ
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節
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追
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式
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Ｔ
Ｏ
Ｔ

Suzuki  Hiroyuki
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独
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Ｏ
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検
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。
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湿
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検
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。
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光
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検
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検
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▲木製のハンマーで叩いた音で、ひび割れの有無を厳重にチェック。

▲認定検査員による検査で、「良品と均質」のものづくりが実現。

◀検査、組立・梱包を経て
出荷を待つ衛生陶器。

査
検

包
梱
・
立
組


